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 評価コメント （研究代表者へ開示） 

本研究課題は、メンブレントラフィックによるタンパク質輸送のメカニズムの解明と高等植物にお

けるその役割解明を目指して推進されているものである。 

研究開始後、既に COPII 小胞からゴルジ槽の形成やゴルジ体槽成熟の分子機構、COPII 小胞の in 

vitro 再構成系及び植物特異的 Rab5 の機能解析等について着実な成果をあげており、研究は順調にす

べりだしていると判断される。 

 平成 20 年度に購入した共焦点レーザースキャン顕微鏡（LSM710）は、昼夜にわたって頻繁に使用

されており、研究の推進に大きく寄与していることを確認した。 

 本研究課題では、時空間分解能をさらに向上させたイメージング顕微鏡の開発が計画されており、

今後の進展が期待される。また、メンブレントラフィックによるタンパク質輸送のメカニズムを可視

化技術の高度化とともに in vitro 再構成系も加えて総合的に解析する点で、世界をリードする特徴あ

る研究であり、その進展に期待したい。 

 

 

  


